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「はじめ恥こ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

原

　

たか

　

ろ月の離札を前に、パーキンソン特集号を何とかと思っていましたら、市立旭川

病院の真銅先生かねてお願いしておいた原稿が出来たからと、旭川の友田さん｡から

送ってきました。１年以上前から準備していたのを至急にとりまとめることにしま

したｏ会誌「あすなろ」にのせたものもありますし、あらたに原稿をお寄せ下さい

ました家族の方のもあります､､患者白身の手記というのは、手のふるえや硬直でそ

れは無理ｔのです。すでｒ亡くなった会員記録をまとめたのもありｉすｏ御読みい

ただけぱ「パーキンソン」がどんなに大変ｔ病気であるかおわかりいただけると思

いますｏ

　

遭と鮮病連の集団無料検診でも「パーキンソン病」については旭川（昨年の）を

除いてはヽ検診科目に入っておらずヽ会釦から「何故？」とおっしゃられる度に、

会員以上に切たい思いをしてきました。公費負担疾患に指定されて刄いからという

理由で「その伸」の科目にー括きれてしまっていました。那在国の研究疾患にも入

っていまぜんｏ自治体の中で、兵庫県ｏ東京都（入院、通院、自己負担全額）です

が、富山県（入院、自己負担２万円以上の場合１万円を限度）の１都２県となって

います。

　

せめて医療費の公費負担をとねがわずにいられません。この特集号には、私共の

ねがいが切忿く訴えるが如くも､ｈこまれています。私共のこのささやかｔねがいが

実現できますようヽ一人でも多くの皆様方の御理解と御支移を心からおねがい巾上

ます。又東京都に「パーキンソン病友会」が発足したとのことで至急に連絡をとり

ましたｏ早速政:昨年末厚生省へ陳情の折、大臣に提出したもの■柿足した資料を送

って’Fさいました。（愛媛県パーキンソン病友会執筆のもの）。

　

すべての患者が手をつ匁いで、現状を少しでもよくするために運動をすすめて参

りｉしょうｏ原因の究明や治療法の確立ｉれる日もあることでしょう。それを心よ

りねがってやみませんｏ

　　　　　　　　　　　　　　

昭和５１年２月

　

離札を前忙



「パーキンソン症候群について」

　　　　　　　　　　　　　　　　　

市立旭川病院

　

神経内科･

　

真銅良吉

１．はじめに

　

鍵病や奇病の多くは原因も不明で治療法も確立してい喰いのが現状です。しかし

それ程まれでｿkく原因や治療法についてかなり研究が渉みながらその利益が未だ十

分にちまたで活用されていない病気としてパーキンソン症候群が挙げられます。こ

れはふるえヽ筋肉のこわばりヽ運動の減少や姿勢の変化などの症状の組合わせをま

とめて呼んだものですｏこの病気は古くから存在が知られていましたが1817年応

パーキンソン氏がけっきりと文章ｒ書いたので以来彼の名をとってパー－キンソン病

と呼ばれるように友ったものです。この病気は脳の錘体外距系という運動調節をつ

かさどる部分の働きが低下してくるものですが、その根本的厦因は未だ不明です。

Ｌがし途中の紆過についてはか斤り詳しく伊明されか療法が出来ました。そのほか

に、マンガンかどの重余岬や一酸化炭素の中毒、ウィルス性脳炎の後遺症、高血圧

のおや梢神分裂病等に用いられる向精神薬の副作用によるもの々ど原囚の明らかな

ものもあります。また動脈硬化症はパ＝キンソン症候群の原因として広ぐ信じられ

てきましたが、動脈硬化症もパーキンソン炳も発病年齢がほぼ一致するだけで真の

原因ではたいのてけないかと疑問の目が向けられはじめました。さらに外傷との関

係を主張する人もいますが、因果関係が不明確で大方の支持をうけてはいたいよう

です。

　

パーキンソン症候群とはこのように原因不明のパーキンソン病と他の原因の叫ら

かなものを総称した広い呼び方です。

２。頻度と予後について

　

報告ｒ多少の差異ばありますが人口１０万人につき100人の患者がいて、毎年20

人が発病します。ロ本には１〔〕万人、旭川市にはろ00人以上いる計算になります。

男の患者は女より多く、遺伝は鮑められていません。発病年齢は50歳から60蜘位

で４０歳以前や65静以後はまれです。発病からの平均余命は１０年から20年で、同

年代の健康人よりは短いのは多くの病気と同様ですが、この統計は古い治療による

もので、あとにのべる新しい治療による統計は未だ出ていません。しかしパーキン

ソン症候群だけで死ぬことは々く、動け飛い時に肺炎友どの合併症で死亡するので

－ろー



すから新しい薬で動けるようｒ75:つてきた今では永生きが期待できる･ものと思われま‘。

す。それだけに健康管理は益々重要です・

５。症状について

（イ）ふるえは最初に現れやすい症状の一つです。始めは身体の一部にかぎられてい

　　　

ても゛ずれは全身に広がります。ふるえは動作の最中よりは安静時に著しいの

　　　

が特色ですｏですから奮く時以外は他の症状陀くらべ生活上の障害は少いよう

　　　

ですｏ.

（ロ）筋肉のこわぱり･（匠縮）は体のガをすっかりぬいているのになおこわぱってい

　　　

るものでヽ診察者が患者さんの関節を曲げようとすると油の切れた歯車をまわ

　　　

しているようヽな抵抗に会います。初期には患者さん白身は気付いていがい事も

　　　

ありますが病状を評価する重要ﾌﾞk症状の一つです。

（ノヽ）運動の減少と姿勢の異常はパーキンソン症候群の中でもっとも苦痛々ものです。

　　　

まず運動減少ですがはじめは顔等の小さ万筋肉忙起こることが路く、そのため

　　　

表情やまばたきが減って仮面をかぶったように見え周囲の人が先に気付くこと

　　　

もありますｏ運動も意識して行おうとする事が特に困難で歩行も第１歩を踏み

　　　

出す時が一番むずかしいのです。これに反し無意識的なとっさの行動は比較的

　　　

容易でヽやったあとから自分でも良く出来たと驚きます・この状態を放置する

　　　

と次第に前かがみで小さな歩幅で歩き腕の振りも少なくたります。体を動かす

　　　

ときの反射的忙体のバランスを保つのも下手にたり、角を曲ったり障害物を避

　　　

けるのも苦手に万ります。歩行に際しても転倒しやすくなり、動く０も遅くー

　　　

り同じ姿勢でじっとしている時間が長くなります。身のまわ!）の事やねがえり、

　　　

食事も困難に々ります。

（ニ）その他、発汗、皮周が脂ぎる、便秘などの症状を持っている人もいます。また

　　　

抑うつ気分を有する患者さんも大勢います。

４。治療

　

治療には薬物療法、理学療法、手術、精神衛生管理等が含まれましょうｏ

(イ)薬物療法：従来の薬は効果も20％位しか期待できず副作用も多いので次第に

　　　

補助的友使用忙限られて来ました。一方、パーキンソン症候群では脳の中のド

　　　

ーパミンという情報伝達物質が不足していることが解明されその原料である

　　　

Ｌ－ドーバが1960年代末から用いられ、これ迄ねたき!)だった人が歩行出来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－４－



るようＫたるなど極めて有効冷ことがこの約５年の間に認められて来ました。そこ

でこの薬の用い方について紹介し１しょう。量は１日250 my～500mg位からはじ

め、曹に250～500myづつ増やしてゆき、最大量１日6000myまで使用します。

使用上の注意を列記すると次の通りです。

①必ず食物と共に服用する。

　

②１日分幾度にも分け小量ずつのんだ方が副作用が

少冷い。（３決してビタミンB6をのまたい。ピ･タミンB6（ピリドキシン）は大低

のビタミン剤に入っている０で特に注意が必要です。ビタミンB6はＬ－ドーパの

働きを消してしまいます。

　

④食欲不振、｡起立時の血圧降下は薬の服用を続けると

消失することが多いので医師と良く相談し簡単に薬を締め友いことｏ

　

⑤筋肉がほ

ぐれてくるとふるえが増大することもあるが実生活には筋肉のほぐれの方が有利な

ので薬を飲んだ方が良い。⑥口をもぐもぐさせる動きが出て来たら薬を少しへら

してみろ。

　

※最近出たアマンタジンはＬ－ドーパに抵抗する方に用いられるべき

薬でしょう。

　

（ロ）理学療法：いくら筋肉がほぐれても関節が固ってし１えば動け｜せん。関節

　　　

をときほぐし日常動作の再訓練をする忙は理学療法が必卿です。自宅療養を

　　　

している時は出来るた’け身のまわりのことを自分でするのが現実内で良い療

　　　

法に冷ります。

（ノヽ）手術的方法：薬物療法が進歩した結果手術は次第に影をひそめて来ました。

（ニ）精神衛生：パーキンソン症候群では暗い嘔･持は当り前のことと思われる人が

　　　

多いようです･。日常生活の不自由を悲観したり、うつ病を合併する人も多い

　　　

という報告もあります。このようがうつ状態は最近の抗うつ剤が良く効くの

　　　

で精神科医と相談するのが良いでしょう。

６。おわりに

　

この文はふだんパーキンソン症候群の患者さん等に話していることをまとめてみ

たものですが皆様のお役にたてば幸いです。

◇ ◇ Ｏ ◇ ◇

次ページの資料け東京都が発行した診断の手引きです。→→→→

－５－



パーキンソン病の診断手引き

｢石弓T嗣

巾年期以飢こ多く徐･り･こ允症寸る以仕丿町1性疾心で、!1;1しレー引IJjむ出了肢から｡叶iiり、次第に全身;二及｡;j

次の３症状を主とするもので、時にぽ２、３を欠く場合があ乱っ

I. -mj)～無動Ｇ里動の開始が鈍く、剔乍に川彫1かかろう

2｡筋強岡口歯車現象を伴うことあり/）

3.振せん（静止振せん、叫に企口振せん）

｢i‾芦T嗣

１。姿勢異常哺丿屈姿勢、前腕・U眉ln r例図①ち町1

2.歩行障害（腕振りか少く、小股の.liちよ’り歩き）

3.顔の表情が少い。

　　　　　　　　

’

４．言語障害（小声でぽそぼそしやべる｡）

5.書字障害

　

トあ・吋た今Å１り）リ

6.突進運動〔例図⑧参照〕

7.精神症状（抑うっ、自発性欠如、不安焦飢など）

8.自律神経症状

　　　

脂照、唾液分泌九進、脚下障害、発汗異常、膀胱障稗

　　　

便秘、起立性低血圧、陰萎など。

[i‾T可]
Yahr '<r>重症度分類

Stage l　　一側性で障害軽度。’

Stage ｎ　両側性だが障害軽度。

StageⅢ

　

方向変換不安定、突進現象著名、中等変呻害。

Stage IV　立位、独歩可能だが生活能力低下、重症。

Stage ｖ　車椅子使用又は臥庶。

　

※注：向精神薬によるパーキンソン症候群を除く。

－６－
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「会員の記録（１）」

　

これは昨年（50年７月）亡くなられた会員一息章さん（46歳）が生前私宅（原

宅）にて語られたのを記録しておいたものです。すで絞:語るの肥もうまく話せず、

又ヽ記憶もうすれているものを思い出しては話してぐれました。誠実そのものの方

でした。亡くykる１か月前に記筆とも思えるお便りがありました。

φ

　

その後徐々にではありますが進行しています。（悪い方に）クスリを大量叱服

用すると、調子は良いのですが副作用がひどぐ頭がくらくらし視力がおとろえて足

がふらふらしてとても働ける状熊では々く今は無職ですｏクスリを半分にしている

と調子は良いのですが体がこわぱってうまくたく、体を使わずわたりおきたりして

いると、怖がこわばらず具合が良いという、他人からみるとZkまけものとしか見え

左いかもＬれません。しかしこの桝我ことを毎日くりかえしてもどう叱もたら友い

のでヽ自分に適合した職を探そうと思ってい１すが良い什事がたくて困ってい１す。

体に適合した職はﾌﾟ1’いかｏたとえば軽作業しかがら治療のできるようを職場は我い

ものでしょうか。

　　　

命６月11日付

　

６月15日、札幌にて雌病連発道大会が恥､り、島さんは以前より肥られて元気に

出席されました。私は退院したばかりyこので出席できず、おめにかかれませんでし

たｏしかし会の帰途電話があって、私宛の見舞を言われて、「いい職があったらお

願いＬｔす。」とくり返しおっＬやいました。元気に働く日を考えていらっしゃっ

たのに７月６日、突然の死でした。 １０年近くを病み続けて亡く万りました。以前

にも職を求めて家出をされて大さわぎをしたこともありました。 90余名の会員の

中でも、いつまでも忘れられ左いお一人です。そして充分なことをして上けられ政

かった心残りでさびしい思いをＬており友す。「あすたろ会」という小さー会では

しかたのないことなのでしょうか、安心して療養が出来、軽作業してtがら治療ので

きる旅股ができていたらと思わずにはいられたいのですｏ

　

島章さん

　　

（昭和j19年６月に記録する）

発

　　

病：昭和40年11月頃

それまで：岩内漁業無線局通信士として勤務

症

　　

状：右半身ヽ足がつってこわばった。右手で宇が書けたい。

　　　　　

個人病院で神経系統の病気と言われた。
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昭和41年５月:洞爺整形病院へ行く。

　

同

　

年９月：医大蔡形へ行ったが異常力;く、脳神経科にまわされた。

　　　　　　　　

やけり異常冷し。

昭和41年12月:脈がし病の疑いで手術。右手を上げると、肝がとまるからと言う事

　　　　　　　　

で右胸筋症候群の病名をつけられた。少しもよく方らず退院する。

　　　　　　　　

足は、ついかん板ヘルニアではないかと言うので岩内の病院で、腰

　　　　　　　　

のけん引をする。

昭和42年８月：東大神経内科に行き、若い医師から初めてパーキンソンと言われた

昭和４ろ年５月：北大脳外辞に、新らしい機械が入ったから手術を受けたらいいと言

　　　　　　　　

われるｏ

　

同

　

年10月：第１番目の患者として手術を受ける。手術後、一う･月は騨子がよか

　　　　　　　　

った。字も書けたし歩行も完全にできた。退院して勤め艦出たが、

　　　　　　　　

一ヶ月後、もとに戻ってしまった。北大病院にて再手術をたのむ。

昭和44年５月：再手術。しかし全く効果冷し。その後退院して、12月15日新潟大

　　　　　　　　

学病院に行った。「水俣病」ではｔいかと思って行ったｏ椿教授（

　　　　　　　　

スモン病で有名ｔ医師）からＬ－ドーパのくすりの試験をうけ、服用

　　　　　　　　

をはじめた。

昭和45年２月：岩内に帰るｏ Ｌ－ドーパヽ２ｔ月分をもらってくるｏ北大化通院、

　　　　　　　　

Ｌ－ドーパ服用。は｛二めはよくきいたが、だんだんききめが（持続

　　　　　　　　

時間が少なくなる）うすくなり、副作用の胃の障害が出る硬秘する。

　　　　　　　　

当時グリー＝ング店の手伝いｏ洗い方をしていた。奥さん洋裁学院

　　　　　　　　

経営し教えているｏお子さん、男の子中１、小５、小４（５人）

　　　　　　　　

生活費のことで困るが保護は受けられたい。医療費－ろ割の国民保

　　　　　　　　

険ｏＬ－ドーパ26錠で１日1.070円、１か月29.960円、５割で約

　　　　　　　　

１万円ｏその他胃の薬等かかるｏ

　　

ｘ

　　　　　

ｘ

　　　　　

ｘ

　　　　　

翼

　　　　　

翼

　　　　　

ｚ

　

その後障害２級がもらえて医療費は無料Ｋたった。障害（年金）をもらっていた

が生活費の足し程度で殆どを奥さんと奥さんのお母さんが背負っていらっしやった

ようで。それゆえ虻何とか働きたいという希望が強かったのであるｏ

　

会誌「あす々ろ！を読み返すと、島さんは何回か道庁の衛生部や各政党を私共とー

諸に熱心に訴えて歩いていらっしやいますｏ昭和49年６月９日、難病連第２回全道
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大会で次のように訴えました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

島

　

章

　

私は45歳になりますｏ １０年前より右半身が不自由にたり、手が硬直して字が書

けず、方々の病院に通ったのですが病名がわからず、やっと６年前にパーキンソン

氏病とわかりました。２年位して左半身も全く不自由にたり、

　

５年前に手術を受

けましたが再発してうまくいかず仕事もやめざるを得左くなり退職しました。その

とたんに私の上に重ぐのしかかってきたのは医療費と生橘の問題ですｏ薬代だけで

も２万円位かかるのです。この病は老人病と言われてきましたが決してそうでは左

くヽろ0代－40代の働きざかりの男性に多く、一家の柱であるため陀家族中が苦し

むことひこ刄り１すｏ進行すると歩行困難ヽ字がきけす、言葉がしゃべれずヽ体が硬

直して動かず、働けたくがります。寫たきりにからたいためには、薬のＬ－ドーパ

を１日20錠から24錠も耶用したければならず、そのために胃の具合をわるくして

食事がとれず動けたい日もあります。元気｀な時にはけん会に働き、一家を支え、夫

として３人の子の父として幸せでした。けれども今は全くだめ友のです。どうした

らいいのでしょうか。私はこの病気は治ら｀ないのでは政く、必ず治ると信じて何と

か生きようと忠っていますo1日も早く治療法を見つけて下さい。元気忙友ってヽ

もとのように働きたいのです。現在困っている医療宥は東京都はこの10月から公

費負担されるとのことです。道でもお考えいただけ政いでしょうか。多くの患者は

皆私と同じ思いで毎日を生きていると思います。難病に指定して、公費負担、そし

てこの苦しさを何とか救っていただけ命いでしょうか。心から加齢いしますｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以

　

上

　

島さんｇ)この訴えは患者すぺで(の訴えでもあり１す。御めい柳を祈るとともに１

日も早くこの訴えが実!うあるものとなるよう運動して参りまし１う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(原)

「会員の記録（２）」

　　　　　　　　　

５４歳

　

主婦

(昭和50年５月末記録する)

昭和55年頃：ふるえを自戈f,しはじめた。頭痛がして血圧が下がった。

同

　

年４月：医大に通院、パーキンソン氏病と言われた。脳外科へ行ったが藁が

　　　　　　

みわず、具体的に病気忙関することは言われーかったｏそれ以前に
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も市立病院でメニエル氏病等と言われていた。－痛がとれずヽめｉい

　　　　　　　　

疲れがひどかった。不眠が統くｏ

昭和44年：伊藤病院に入院ヽろか月いたが同じ状馴でｋこ･つた。薬があわず、めｉい

　　　　　　　　

余計ひどかった。それ以後薬も飲ますに永くきている。しかし病気の

　　　　　　　　

ことが心をは死れず「あすなろ」ろ号（昭和49年２月発行）に南出

　　　　　　　　

さんとｖ･うパーキンソンの方が楢林クリニックにて手術をうけよく左

　　　　　　　　

られたという手記を寄せて下さったのを読み、南出さんと話し合って

　　　　　　　　

東京に行くこと詑した。

昭和49年５月：楢林クリニック忙行く。入院子る。検査一脳波、筋電図、脊髄から空

　　　　　　　　

気を入れて脳のレントゲンをとってみた。その結果、蒼球（脳神郷）

　　　　　　　　

が硬大していることが判明する。1ヵj月余り治療を受ける。薬はＬ－ド

　　　　　　　　

ーバを飲むｏ薬を続けるように言われたｏ硬大の原因はわからず、治

　　　　　　　　

療法もたいと言われる。入院費用ろ5万５千円余!）。国保り３害1がき

　　　　　　　　

かず、又高額医療費ろ万円以上公費負担もされ左いことがわかった。

　　　　　　　　

札幌に帰って肋求したが５万２千円戻り、再度申謂にも乙２００円が戻

　　　　　　　　

ってきただけであった。現在薬代－１か月5 2.4〔LO円（１日1,080円

　　　　　　　　

かかる）いるが、保険がきか左いので全額自己負担であるｏこの薬を

　　　　　　　　

一生飲み続けねは｀ならない。老後のことを考えると現在１人の娘と同

　　　　　　　　

居しているがどうたることかと心細く政る。せめて医療費の公費負｡担

　　　　　　　　

を訴えたいし、１日も早く原因をわからせ、治療法もみつけて謄しい

　　　　　　　　

と思うｏ昭和５０年６月１５日、第５回難病連全道集会に次のように

　　　　　　　　

訴えていますｏ

　

私は５４歳の主婦です。「あすなろ会」発足以来、パーキンソンの患者同志集まって

はヽその症状と治療法等を話し合ってきています。昨年の第２回大会でもパーキンソ

ン陀ついて訴えました・私は患者の中でも軽い方だと言われていｉす。けれども現在

の所「原因も治療法もわからず」ただＬ－ドーパを飲み統けて何とか体が動けぱいい

という方法で生き延びているだけです。具合が悪くなってからもう２５年になります。

この永い年月何とか苦しみからのがれたい、そして主人の亡きあとの１人の娘のため

に何とか生きねぱと思い続けてきました。

　

常に全身がふるえ、時折手足の感覚が素く刄り、手に持ったお茶わん等、知ら左い
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う･ちに落して割ってしまう等ふだんの生活にも困難を感じますｏ発作時には熱が出

て腰が動かず筋肉が硬直して感覚が鈍く、頭痛がいつでもつきまといます。まだ寝

たきり虻たらないからいいのですが、それでもこのまま寫ついてし壇づ･たらと考え

ると前途まっくらに々りますｏ

　

昨年は治療を受けて治りたいと思いヽ東京の専問病院に入院しｔしたが１か月余

りで検査、治療でろ６万円余!）か力ヽり、国民保険のろ郵Iも適用されず、肺求を出し

て5 2,0 0 0円戻り、再審査の請求でも7,ろ00円が追加されただけで、ろ０万円は自

己負如でした。現在薬代は保険がきかないので１か月ろ2,nooF卜分t;かかりｔす。

お金が続かなくたったらと、暗い気持で考え込むことがあり洩す。昨年から病はだ

んだん悪化してきています。朝ヽ目がさめるとIW1時にヽ頭のけいれんとふ｡るえが続

き、手足｡の硬直、しびれで起きていられず、食事もとれ１せ人､。しぱらくすると正

常に戻｡りますがこのよう友状態でヽまとも廠生活ができるとお考えになりますか。

他の方々は多くけ寝たきりです。又寝たきりにがらたい１でも､ほほ同じ状態の方が

多く、通院もタクシーでたいと無理たのです。治療法がカ｡い曳在、何とか医療費は

公費負担忙していただけないでしょうか。東京都はすでに昨年度から無料化しまし

た。患者の為くＭ皆、医療卯と生活の困難を訴え、通院のタクシー代も１万円をこ

える方も多ぐおります・まして一家の柱とたる働きぎかりの男の方の泌合、家族の

苦労は並大抵ではあり１せん。

　

私はまだ恵まれていると思う程です。それでも時にやりきれなく思うのです。1日

も早い医療費の公費負担と原因と治療法をみつけていただきたいと思います。病気

で左いすこやか々日を、心安らか陀送りたいのです。明るい気持で毎日を過

いと思うのはぜいたく71齢い左のでしょうか。「あす死ろ会」会員を代表して心か

らお願いを申上げます。

　　　　　　　　　

以

　

上

　

「会員の釦９「ろ」」

　　　　　　　　

（４７歳）の妻、

　　　

（４７歳）

　

倒れる前け病気といっても風邪をひくぐらいだったんですが。夫が発病したのは

７年前でした。夜寝ていると急に心臓発作のようたひきつ･けを起こしまして、病院

でみてもらったら精密検査を受けるように言われたんです。その頃、動めていた会

社が倒産しかかっていたので、次の日も休まず資金繰り虻走り回っていました。そ

うしているうち忙５日目にまた倒れて入院。神経系の病気だということでしたが原

因もわからずじｉ･･ヽ。入院中に会社も倒産してしまいました。１｡か月半ぐらいで退
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院し、別喩会社に勤め忙出たんですが続けるこ｡とができず、４年前Ｋやめました。今

は自宅療養しています。

　

北大病院では、’｀パーキンソン氏病､、と診断さ･れてい１す。’今では、からだのI自由

がきかず、薬がきれるとからだが硬直し、１歩も動け政いんです。

　

私は朝夕、大学ｏ高校ｏ中学生のろ人の子供達と新聞配達をし、昼間は会社勤めを

して生計を立てているんですが、もし誰もいたいとき発作が起きたらと思うと心配で

心配でたまりません。国や道で専問医を養生し、原因をつきとめ、何とか治療法をみ

つけてほしいと、毎日祈るような気持です。

Ｋこれは昭和４９年１１月１日発行の涸間ミレの記事より転載しました。１

　

前の記事以来、17年５ヵ月を経た今日ぐ夫の病状は毎日を共.Ｋしている私ｒは･大Ｌ

た変化は気付きませんが、ろ、４乍前と､Et較してみる時にいくらかの変化を感じます。

粉々に進行しているのでＬよう。勿論年齢もある事ですが………（現在４７歳６ヵ月）

　

１日のうちで朝が１番調子が良く、朝食を終る頃から体調が下がってきます・薬を、

飲んで効いてきますと楽に戎るので眠ってしまいますｏ日中は決してふとんには休ま

ないのですというのは私も勤め祀出てしまい、息子泌も皆学校に行ってしまいますと

　

１人になります。その時、薬がきれてしまうと１人では起き上がる事が不可能なので

す。たとえばソファに座ウていても薬が切れてしまうと平均を保つ事が出来ず、右と

か左とか前とかに倒れてしまうのですｏ元Ｋ姿勢を戻す事が出来ないのです。□もき

かなくykり、「!からはよだれが流れ本当に病気をする以前の夫を考える時あまりの変

りように只々病気の恐しさに胸が一杯になります。お小用もシ瓶を使っていますが、

普通のではたく、重症者用の管の付いたものです。

　

私の勤務先が７分位のところにありますので昼は帰って来て昼食を一諸にしますが

５迦間に１度は電話当番があり、帰宅出米忿いのです。でも長男の大学が１週間に２

日休講があり１すので１日中１人きりと言うのはあまりありません。心配なものです

から観話もつけたのですが。便利は便利ですが、かえって薬の切れている時にベルが

なると出れずに気をもんでいるようです。それでそういう時は決して無理して出ては

いけたいと固く注意しています。又血圧が薬のために大変低くなって居!）ますのでフ

ラフラして非常に危ないのです。冬はストーブもついて居り左おさら心配です。スト

ープのつく時季は毎年の事ながら、

　

１人で家ｒいる時は立って歩かず、膝でズツて

歩くようにと言うのですが、やはりイヤとみえて実際はしてくれません。３年前の冬
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冬至の日にストーブの上で小豆を煮ている時忙、フラつ･いてひっかけて背中に大火

　

傷をした事もあ!）ました。その時は、丁度私が務めから帰って来た時ですぐ処置出

　

来ましたが、これが一人の場合だったらと思うとどうしてよいかと書き乍不安に襲

　

われますｏと言ってヽ私が務めに出右い事には生計は成り立ちませんし、又クスリ

　

が切れた時の食事は食べさせて上げます。寝る時も抱きかかえてあけますが、体が

　

大きい方ですので赤ちゃんの様には自由にたりませんのでひと苦労ですＯ

　　

家にはお風呂があねませんので銭湯に行くのですが、今は必ず長男が一緒に参り

　

ます。何年位前でしたか三男と一緒把行ってヽフラついて浴場と脱衣場の境のタタ

　

ミ一枚以上もあるよう右ガラスをこわしてしまった時は驚きました。フラついて台

　

秤宛倒れてゆき、台秤がガラスに倒れて行ったのでナ。でも、お蔭様で溶場の方に

　

は人が入っておりませんでしたので、こわれたガラスで怪我人も出ず、又自分も一

　

寸手を切った程度で済みました。それ以来、三男はお併する事をイヤがります。

　

長男が必ずついて行き、蒙の上から足の先まですっかり洗ってくれていますｏ息子

　

がいなかったら………もし女ばかりだったらどうでしょう。夕その時は、別な道も

　

開かれましょうが……ｏ

　　

種々と主人の一日を書きましたが、何はともあれ本人が一番かわいそうです。私

　

蓬健康な者は、たとえどんなに辛い事に対処してもどうにか切り抜けて行く事も出

　

来ますが、体は勿論心も弱く･なっている病人はどん右宛か心細くヽせつないでしょ

　

う。

　　

２週間毎に医大に薬を受け宛参りますが、これも長男がー諸です。ノヽイヤーで行

　

き、ノヽイヤーで帰って来るのですが一人では無理たのです。２週間ｔんて早いもの

　

でナね。病院に行って来たと思っているうちに又行く日がすぐ来ます。せめて４週

　

間分頂けｔいかと交渉はしてみましたが、薬の都合でだめでした。私は常に主人宛

　

言うのですが、どこかで（日本では右いかも知れませんが例えぱアメリカ等…）日

　

夜をわかたず研究している先生がいらっしゃると思います。そして治る薬が出来た

　

時でも自分の体力がない場合はヽ折角の薬も劾かたい事収:なりますからまず体力を

　

付けてその時期を待とうネと。私のログセですが･･･。どうかそういう日の一日も早

　

がらんことを心から祈!）ます。私共の力ではどうにも右ら友い事です。どうか国の力

　

でヽそういう学者の方に充分研究してもらえる費用を出して欲しいと思います。自

　

衛隊の飛行機１機分でもそちらの方に廻してもらえたらどん友にありがたいか…

　　

さまざま;な雛病がありますが一人として、ﾌﾟkりたいと思ってたった方はいません。

　

叉現在は丈夫右方でも今に絶対大丈夫と言える人もい１せん。健康友人が健康な時
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Ｋこういう問題を重大視して力を入れて解決する事のみしか残ってい力:いのです。

病人ｒ政ってしまったのでは自分で出来憲いのです。まわりの人が積極的ｒ働きかけ

て運動をしたい事祀は他人の苦Ｌみでは左くいつ自分の苦しみ叱たら力:いとは言えま

せんｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

。

　

病気するのも運命なのでしょうが…あきらめてはいけません。最後の最後迄頑張り

努力するのが必要です。主人が病気とわかったのは、長男が中２位の時だったと思い

ます。早、-9年も前に寿りました。下虻小学生２人居りました。家はもちろんのこと

一坪の土地もたい私共、この先どうしょうかと悩みましたが･･･お陰様でどうにか子供

も大きくたり、ｙ･在では主人が病人で虎ヽる家庭としては恵まれているのでは左いでし

ょうか。でも毎日毎日が緊張の連続です・朝も５時起床、長男を相手に朝刊の配逮、

帰って朝食の仕度、すませて会社～夕方帰宅、夕刊配弥一帰宅、夕食の仕度と、夕食

は８防前後叱憲ります。月末ヽ月始は第会もあ!9一寸の暇もありませんが人間気の持

ち方一つですネ。私が･幸せと言うと無理ｒ聞こえるかも知れませんがそうでは我いの

です。邦子５人がお互いに助け合って生活をして行ぐ事が出来る今、病人に対しての

思いやりの心をつくるチャンスでもあるのです。□で言うは易く、行いけ雖しです。

こんガヒズミだらけの世の中です。せめてわが家の中友りと病人の夫、子供にとって

は父を大切にするという習慣をつける事も出米るのです。自分で自分の幸せを作って

行く、これが大切と思いますｏ不平不満はキリがありません･･･。心一つでいか様々生

活も生まれます。形ではなく心り問題です。地獄極楽は心にあると信じます。病人を

抱えて御苦労していらっしゃる方々、どうか心を落さず頑張りましょう。貴方が明る

く生きる事が病人にどんなに慰めにたるか…‥j。そして難病の研究の方はお国ｒお願

いして明日の希望をもって進み含しょう。

　

昭和５１年１月１８日
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Ｔ合員の記舒（４）」 とく名

昭和５８年

症状＝字が細小とたる。

病院：帯広協会病院にて、血圧少し高いが異状なし。

生活：普通全く元気そのものでした。その後２年間同じ状態ｏ

○昭和40年

症状：手のふるえ、足をひきずる。動作陀ぶるｏ

病院；砂川市立病院、内科で診察、mm 1回ｏパーキンソン氏病の疑いと診断さるｏ

　　　

薬服用ｏ

生活：何をするにもスローモーシ。ンを見るごとくのろいｏタバコも手がふるえてな

　　　

か政か火がつけられ政い。体操を始めました。

仕事：また11だ頑張ってやっており１した。

○昭和４２年

症状：顔面無表状、筋肉硬直、歩行困難、前傾姿勢、衣耶着脱困難、疲労、寝汗、思

　　　

考力旛退、振戦（しんせん）、言訃障害。

病喘：函館渡辺病院内科に通院、薬服用とマッサージを受けるｏ８月、登別温泉厚生

　　　

年金病院に入院。運動回復訓練をろヵ月ｏ体重70k9が57k9と減じるも回復

　　　

不能。退院。

生活：衣炉のボタンかけ、くつ下をはく’事等手伝うことしばしばｏ人との対話で疲労

　　　

するため、話す事をきらうようになる。

什事：嶼勤するも午前中は疲労はげしく、仕事が思うように行かないと訴える。思考

　　　

力それほどおとろえていカ:い様子ｏ役所から送り迎えで車を利用するようにな

　　　

るも乗り降りが一苦労でした。

○昭和44年

症状：記憶力と思考力肺､退、顔面硬直とひきつり、身体硬直､､歩行困難、手足連動困

　　　

難ヽ寝汗、疲労、言語障害、前傾姿勢、急に止まれｱない、視神経硬直、めまい。

生活：食事忙けしをきらうようになる。

仕事:12月、長年萄た役所を退職。上司のはからいで役所の外部団体で席を置くだ

　　　

けでよいから療養専一Ｋとの事にて、第２の人生を歩き始める。

Ｏ昭和45年

症状：前年と同じ、ますます悪化の一途緊張時等全く一歩も前に出られｔい。
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生活：この頃の本人が障害者手帳を受けた､寿ら、おそらく１級に相当したと思い１す

　　　

がヽ何分本人は体の悪いのを人に知られたく友い有様ｏ病体にむち打って毎日

　　　

の通勤ヽころんでヶガをする･こと再三、交通事故忙会ｔ）･ぬ事を祈る日々Ｏ

仕事：殆んど出来7iかったと思います。職楊の方々に迷惑をかけるためなこ出かけてい

　　　

るよう方もの（本人は真白目方性格。出勤もせず給料をいただく訳にはいかぬ

　　　

と言いますｏ）

病院：職場に医師が居り、その方の紹介で北大病院神経科忙通院とたるｏ４月、いよ

　　　

いよＬ－ドーバの登楊、神経科では誰一人使用してい忿かった時です。先生に

　　　

使用をお知いしてＦ用開姉ヽ１日２齢から半年後には24錠とたりましかｏ本

　　　

人り淑子もすっかり変ってしまいましたｏ鉛のように重い足から自由自在に動

　　　

く捧。人生バラ色だ等と申し、行儀も悪くむしゃべりとなり、目はランランと

　　　

光り、見守る私はもう胸のつぶれる思いを致しました（薬の効力約午後からろ

　　　

時間位）その反動で薬の効目がたい時間は重い体、足がしびれ、もうどうにも

　　　

ガマンがからぬと薬をほしがり、真暗な人生と変わるのです。そのような生活

　　　

が約１年近く続きました。

○岫和46年

症状：以前に比べ内臓だけ丈夫であとは全部の機能悪し。

病院：この頃より薬の量を減らしていく、それとア７ンタジンという風邪の葵がＬ－

　　　

ドーバの効目を長引かせる、症状も極端で々くたるという事で１日２鍵位服用。

　　　

その他精神安定剤等ｏ

生活：あれやこれやでアパート住いもがらず昭和45年の夏には家を新築、引越して

　　　

はみたものの、暮から春にかけては暗くつらい毎日で主人共々心中を思った事

　　　

も幾度もありました。秋頃には薬も１日16鮮位にｱなり少し症状もよくなりま

　　　

したが…

仕事｡:この頃の本人は、もう仕事なぞｙチャメチャガ状態だったため、盛んに廻りの

　　　

者からバカに々つたと言われぬうちｇ:｡辞めたいと申すようにたりました。

OI･､」和47年

症状：依然として全部の症状を呈してはいるものの、幾分薬が平均して効くよう虻な

　　　

り、かるく哉ったようです。今度はノイローゼが症状吸のです。

生活：依然として暗い日々を送っていました。

○昭和48年

症状：ノイローゼ症状ｉすます悪化、パーキンソン症状も以前と変わりなし。
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病院：先生奄５人目と蛮わり、主に精神科的治療をするようＲ:たる。１－ドーパ

　　　

１日に８鍵ｏ

生活：７月、本人のノイローゼ最悪ｏ夢か、りつつか、まぼろしかの区別つか喰く

　　　

なり、何を什出かすか分らず目がはがせがい状態ｏはずかし友がらこの時の

　　　

私はノイローゼとけ知らず、Ｌ－ドーバの什わざとばかり思い込んで先生に

　　　

その旨を告げ１したがかえってしがられました。Ｌ－ドーパを中止したら本

　　　

人がどんたに苦しむかと。ただちに入院させようと言ってくれましたが、本

　　　

人は徊神科はいやだとこぱみ、北辰病院ならばという事で（北辰病院は旧知

　　　

の病院）無理を言って入院ヽたった１日で退院してしまいました。看護をす

　　　

る私の頭も混乱していました。 １２月の事でした。

○岫和４９年

症状：ノイローゼ状態から脱してヽパーキンソン症状も全部の機能、症状軽くなり

　　　

落ちついて来ました。

　　　　　　　　　　　　　　　

’

病院｡:依然として２週問１度の通院（ノヽイヤー）。脳波、巾液、尿検査もあり血液

　　　

等異常々し。脳波は普通人より反応おそし、向圧９０位ｏ血圧はＬ－ドーバ

　　　

を服用し始めてから下がり過ぎ、昇圧剤を叩用してました。 １０月に身体障

　　　

害者手帳２禰５級とたる。薬は秋頃よりアナフラニールを服用、Ｌ－ドーバ

　　　

１日８錠。アナフラニール服用後４ヵ月位より目まいをおこし、家の中、

　　　

通勤途中の駅の地下階段等でしばしは倒れ、駅員その他の人々のお世話を受

　　　

けるが表情が出てようやく人間らしさを取り戻しました。

生活:･落ちついて来たようですが少しの心配事も耳に入れると、心配のあまり頭脳

　　　

混乱を起こす状態ｏもう卯脳の一定個所はすたずたにたっているようた厦じｏ

　　　

何が心配の種になるか分らず話しかけた言葉も様子を見て途中からごまかし

　　　

の言葉とたる事ばかり。言斟障害も九くがりました。

昭和５０年

症状：諸症状は全部有り、全般的Ｚ薬の御節のおかげでかるくなっている様です。

病院：脳波、血液、尿､血圧検査、４９年頃と変わ!）なし・薬の投薬服用法も変わり

　　　

カ;し。朝夕→Ｌ－ドーパ２鍵、アナフラニール２綻、アマンタジン朝だけ１

　　　

錠、アーテン１餉、下剤１錠、胃の薬、昇圧剤２鮮（昼もほほ同様）

生活：とうとう来るべき時が参りました。６月より給料ろ万円虻ダウン。51年ろ

　　　

月退職という事にたりました。当然の処置です。今迄ほおかむりをしていた

　　

∧私自身もはずかレく思う今日この頃とは申せ･｡、生活の元手をたち切られるの
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ですから大いＫフワテふためいてガックリ。本人も心の支えを失うとあって

　　　

病状悪化。心配事相談所にかけ込んで生活保護を受けられるかと相談、にべ

　　　

も‘ない返事⌒年金が･保蕭費を少し土回っているからとの事。では私が働か竃

　　　

ければと、市立病院にと思い身体検査の結果採用するとの事、給料も二人の

　　　

生活には充分の額でも私は行けないのです。家から涼い事、夜勤もあります。

　　　

寝返り一つ打てない病人を、放って置く訳にゆきません。致し方なく48年

　　　

より勤いているお隣の医院で(朝８時半から夕方５時半迄のパート)一生暦

　　　

命働いて月６万、生活をする忙は余!)にも貧しいものです。看護をする私自

　　　

身めまい、はき気、耳鳴!)ぺ難瞭となり一生廉らぬと言われ疲労し易く、い

　　　

つ迄勁けるかわかりません。そのような事で、生活の事を考えると心が暗く

　　　

｀なりますＯ

最近の不人の状態

　　　

朝、６時半起床。７時朝食。８時半頃迄テレビｏその侈、昼近く迄フトンの

　　　

中。昼食。又フトンの中、午後４時頃迄ｏ夜、７時夕食、テレビ。９時就寝

　　　

これが主な日課。そのためヽ最近はますます体の動き悪く、着衣は全部手伝

　　　

い必要。就寝、寝返り手伝い必夢。そのほか時々全身脱力状態。それと、何

　　　

がシ。ツクとーるかわから刄いので、聞かせず、話さず、考えさせずで気を

　　　

使う日常ｏとにかく手の掛かる病人にたりました。次々と色々な事件があり

　　　

いちいち書き並べても切りが御座いません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以

　

上

　

私は思います。病体忙むち打って、もう少し、もう少しと頑張ってどうにも寿ら

たくなり、何とか福祉の手をお借りしたいと門をたたけば、そこは厚いカーテンで

開いてはもらえないのです。弱い者は、どこまでも弱いのだとアキラメと言います

か、この頃は、もう生きる望みがたくなりつつある今日この頃です。

本人症状追加

　　　

本人心配事のある時は、特にＬドーバが異常に利くらしぐ、本人の意志に無

　　　

関係力:行為が多く、危険竃事も多く、又、目まいも度声なりどこで倒れるか

　　　

わかりません。この様ｔ状態でヽ根本療法はぜひ研究してほしいものと痛切

　　　

に考えます。脳の動きが悪くなっているの忙、対症療法のＬドーバだけが利

　　　

くと言うのも、この先どの様にたるのか考えると、恐ろしくｔります。

　　　

薬効の有難さど、同時に恐ろしさで日夜悩んでおりますｏ
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「会口のiP録「５」」

　　

とく名

　　

Ｋ’この手記は患者の娘‘さんから当会Ｋ寄せられた相談です１

…前略…

　

実は私の母がパーキンソン氏病とわかりましたのは５年前でござい１すｏリウマ

チあるいは心細病、動脈硬化症方どの病名でしばしぱ声･利･医の治療を受けておりま

したが、たまたま全く歩行できたくなり神経科に行くよう指示され、そこでパーキ

ンソン氏病と診断されヽ入院治療し、一時同復して退院しましたが、この５年間Ｋ

徐々に炳気が進行し、今年の８月から令く歩くことができ力｡くたりました。

　

現在で吋、すべて人手をかり々けれぱできかい状態です。私が家族として、一番

脚を痛めますのはヽ本人が少しでも良く忿ることを斯待していますの忙、結果は徐

徐冗悪く鳶るということでござい･ます。7ろ俳ですので医療費は傑料でございます

がヽ部犀代の差箱として１日－800円、おむつ代としてＤ月－4600円、付添料

１日－5､170円（曾込み、家政婦会の方）、その仲に赳おむつ料、手のかかる魚者

ということで付添婦忙心づけ１ヵ月－25､000円、その他副食、くだもの等、しめて

１ヵ月－20万円はこえる状態ですｏ幸い私が職を持っておりますので今の所は何と

かやっておりますが、治らないということと、いつまでこの状態が続くのか不明で

あるということが一番の悩みでござい唾す。

Ｃ医療扶助を受けたらとの案について〕ご指摘の医療扶助については私の場合、夫

と共瞑Iきであるということで認められそうにあ!7ませんｏまた神経科の病気のためヽ

基準看護をとっている病院での治療ということ紀なりますし、付添をつけるように

医考に指示され刄がら看護料が全々給付され･々いことにも矛盾を感じています。

　

いずれにしても同じ病気に悩む人々やその家族の方と手をとりあって医療費の公

費負担や病気の原因の究明、治療法の開発などなこ国が真剣にとりくむよう、私もお

仲間ｒ入れていただいてがんぱって参りたいと存じます。

　

･‥後略…

　　

「手術を受けて」

Ｋ次の手記は昭和49年１月17日、ＳＴＶテレビで難病がとりあげられた時、

　

パーキンソン氏病の石川愛子さんが訴えたのをみていた余市の南出さん御夫

　

妻が御自身の体験を手記にして送って下さって『あすなろ１第ろ号にのせたも

　

ものです1

　

→

　

→

　

→

　　　　　　　　

→

　　　　　　　

→

　　　　

→一々／
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私W:20i^の時、兄が経営する洋服業に従事すること吹今り、それから６年間洋聊

仕立に専念するうちに首が少し窮屈に力:り、ヌ右手が小さな什事をする時々ど、ふる

えてくることｒ気付きヽその萄が初めての自覚症状でし尭ｏそれから気ｒｔるので注

意しているうち、人前ヽ特に娶張する場所（精神的に）叉恐ろしい場面など、異常に

体が硬く7!rり、首、手足などがふるえてどうしｌうも71く竃ったのです。健康体の人

であればヽそうしたことがあっても、それが過ぎればヽ元の状鱗応かえります。しか

しそうでは匁いので、方々の病院に逸いヽ非大、医大ヽその他､ノヽリヽキュウヽあんま

はてはおぼれるものは何とかのたとえ、神に１で通う有様にたりましたｏ私は元来ヽ

無神論考で、理論的でない物は信用しなかったのです。それが神様まで通ったのです

から……・皆様の苦し･ﾀがわかり１すｏ病院、医者はいずれも恐怖症、神経症と診断Ｏ

色､々と理解し、あさらめて時刻の来るのを待ってくらしているうちに29炭にたり、

５年の間一向に良くもたらず、又たいして進行するでもｔく、ただ仕事が出来－いの

が残念でした・友人達ね皆絆嶮し、幸福にくらしているのを見てあせりましたｏ一大

決心をして転夢をしました。青果物の行商ですｏ小さな仕事をしていると、首、手が

ふるえますがヽ休令体を動かすとふるえか消されて大変良くﾌﾟkつたよう刄気がしてい

ました。

　

数年後に結婚、現在青果問屋をしていますｏ５年前ヽ病気は一向に良くがらず、少

しずつ進行していましたが、「道新」にパーキンソン氏病の定位手術についてヽ医大

の千葉豊昭先生が書かれていましたｏ早速医大に行き１ヵ月罹通院し１したがききめ

がなく、手術をお願いしましたが、自信のないようたお返事政のであきらめて帰りま

した。もう死なねば治らぬ病と思っていました。翌年（昭和46年ろ月20日付読売新

聞）を近所から借りてきました。何べんもく!）返して読みました。早速手紙を出して

診察をお願いしたところ、パーキンソン氏糾では死｡いけれど、それと類似した病気ｔ･

のですぐ入院するようにとの返事があり、昭和47年１月１０日、１人上京し入院しま

した。症状のひどいときは糠廊体でも、極度の恐怖、緊張によって体がふるえヽ硬く

ｶ:り……。その時の気持は皆わかりますねｏその状態が常に絞いていては、精神的に

緊胴して、じっとしていられ尨くなりますｏ落着かず、気持悪く、窮屈でとても苦し

いものです。そこで予期している場合や、外出の時等ｒは、お酒を飲んで行くと一時

的祀マヒして少しよくなり、用もたせるしで、そんたことをくり返して暮していまし

た。入院して先生から、８参まで状態は良くなるとのことで、精密検査を受け、手術

前は家内を呼び、いろいろ相談しているうち忙、手術を受けた人の様子を家内が間い

てきました。その結果、本来のパーキンソン氏病は治るようだが、後遺症が出たとの
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ことです。新聞記事にはそれは出ていませんでした。手術日を３日延ぱし、その間

に何人もの手術を受けた患者さんを見て廻りました。どの人も「とても楽に力こって

良かったヽ心配はない」ということで決心して手術に入る前、院長が来て診察の時

　

「８客=はよく在ると言ったが、６餉迄は保証する１と言ってきました。私としては

　

１卯|でも２客･でも、少しでも楽にﾌﾟkれぱと手術を受けました。前日に頭の写真をみ

　

せて頂きました｡が、循（前後）右手のふるえでしたので、方の運動神輝の根本がノヽ

ツキリと印大していました。手術の時間は、１時間で、何も痛く政く、手術の最中

話が出来ます。

　

゛手術の経過と均､在』

　

ろ日口にトイレに行く時ヽドアのノプが居うようにつかめ々く、又北海道への便

りを書こうとしても令く字にからず、スリッパ々ども左足からとんでしまうのです。

これは侈還症で時卵がくれば自然忙よく吟るとのこどでした。

　

現在２年たち寸したが、夕当感、スピード～が今一歩というところです。勿論本

来の病気は半分以上良く友ったと思っています。少してもお一役にたてぱと思いペン

を取りました。どうぞ希繋を持って生きて下さい。皆秘の１日も早く良くたられる

ように祈っております。

　

『医療費について｡4

　

保険がきかないので全額自己仙担ｏ退院秘町役場忙申請して、先天性疾患で｀ない

ので、匯i保の特例が適用されて７芦が返されました。金栢については検査－１０万円

手術12万円、術後８万円、術後の検査１０万円。入院費１日2,500円、ろ0日分と

してＺ５万円、計475.0 OQ円程かかりました。その鈴の値上がりで何かか高くかか

ると思います。

　　

◇

　　　　　

◇

　　　　　

◇

　　　　　

◇

　　　　　

◇

　　　　　

◇

　

ｌ手術の前振、瓊在を見守っていらっしやった奥さんの手記です。ｊ

　

手術前の主人は、苦しさをまきらわすために、お酒の力をかりてすごして参りま

したので、知らﾌtい方はふるえるので、アル中でないかと思ったそうです。気のは

る会合、集まり等μこは、－ぱいひっかけてないと出られたいし、又そう吹所祀出た

がりませんでした。背中をもたせるとか、横Ｋなるとかの姿勢でたいと、長時間も

たたいので、カタカタふるえるのです。後にはお酒もきかなく政一､てきた時忙、

新聞を読みました。

　

『手術の前後』

　

主人が先に上京し検査の結果、見込みがあるとのことで、急ぎ私も上京しました。
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ある年齢の者が倒れると、経済は言うに及ぱず寝起き食事、排便ヽ尿のはてまで一切

人手を必要とすることは、本人はもとより家族も大変な苦労です。原因も治療法も全

く不明で粒生きてｖヽく希茎がｔてｔ’くｔるの廿当然です。どうか恨の費用でパニキン

ソン氏病をとことんまで研究し原因を追求して第２、第ろの山口さんを出き々いで下

さい。山口さんの死をむだにし鳶いでい･ただきたいと思いｉす。最後に、残された御

主人ヽ子供さん、どうか１日も早く元気を取り戻して下さい。（会員の奥さんの投書）

　　　　　

Ｋ道新「読者の声」より１

　　　

☆

　

、

　　　　　　　　

☆

　　　　　　　　　　

☆

　　　　　　　　　　

☆

　　　

「駐病患者とともに」

　　　　　　　　　　　　　

Ｋ亜紀書房刊一同名本より転載－Ｊ

　

Ｃ中島初恵著〕

　

『Ｏさんへのケースワークの記録Ｊ

ｏさん（68泄）は、昭和ろ7年ごろ（56歳のとき）、パーキンソン氏病にかかり、

今日まで12年間長く苦Ｌい闘病生活を続けている。身体障害者手帳（１級）の交付を

受けているｏ家族は、夫と２人だけで、夫は高齢にもかかわらず、本人の介護にあた

っているｏ

　

病気は、昭和ろ7鍛ごろから徐々に進み、足に力が入らなくーり、物をつかむと落と

すようにたった。

　　

……中略……

　

に入院相談３

　

昭和47年１０月21日、Ｏさんは入院したいと医療相談室に訪れたｏ

現在の療養生活の悩みを間くと、次のよう攻問題点をあげ、早く入院したいという強

い希望を訴えた。

①家庭看護Ｑ介助の困難一過去約５年間歩行介助、排泄介助をしてもらっている。

②外来通院の困難

ｏ付添 歩行不能のためタクシーを利用しているが、乗降の介助が必要なので、

14,000円

　

ろ,０００円

30.〔〕,QO円

　　

以上合計4び〕00円

－Ｍ一

　　

付添として夫のほかに、結婚し家庭をもっている子供たちを頼み、都合のつくと

　　

きに外来受診する。

　

Ｑ交通費－一交政費は１回の通院にろ､000円を要し、月約９千円から１万５千円か

　　

がる。医療費は老人福祉医療証があるため無料である。

○家計の困雄一家計収入は次のようｔ構成で、老齢保障はわずかでヽ子どもたちから

　

の援助忙頼っているｏ

○厚生年金

○寝たきり老人手当

Ｏ子どもたちからの援助



　　

ｏ交通費は収入の約20SからろOSを占めており、家計は苦しい。

④家族の健康破壊一介護者である夫は、４年前脳血栓症で入院した経験があるｏ天候

　

が身体に作用する。足もとが不安定-で、め-ｉ･/･がすることも時々ある。寝たきりの

　

患者の介護は、専ｒ技術ががい上に健康状態が不良であるため、困難である。

　

以上のように現在の療養生活に困難が多いことの他にヽ病状の悪化ｏ進行虻対する

治療として、投薬量を調節する必要があることが主治医から認められたため、入院選

考委員会で11月半ぱ入院予定とされ、11月14日入院許可の連絡をした。

（退院相談丿昭和48年２月28日、医師から、人院目的である投薬のゴッドロールが

できたため退院先を決定するよ’うにとの指示があった。そこで、家族に連絡したとこ

ろ、次のような問題を訴えられた。

　　　

「入院前と比べて、入院穆に著しく日常生活動作が改善されたとは思え方い。ト

　

イレにひとりでいけるように方ってから退院させたい。もっと俄能改善の訓練をし

　

てほしい。］

　

患者の入院中の日常生活動作の変化をまとめてみると表９のとおり）である。（表略）

たしか茫、入院捨の病状改善は認められず、むしろ悪化している。このまま迎院して

も、入院前の状況よりもいっそう自宅療養が困紅であるため、他の病院または旅設へ

の入所が必要であると考えヽ次のよう攻処置をとった。

①柵祉事務所への連絡一特別養諦老人ホーム入所手紗きの依粉（夫も同居できる施設

を希望j｀る）。しかしヽ直ちには入所でき鳶い・

②都養育院附属病院入院の問いあわせ（府中病院入院前に申し込み済みである）－こ

れに対して、すぐに吃入院できたいので、外来受診をするように回答があった。

（３障害福祉乍金の申請

　

このよう左退院Ｆ助を進｡めて行くうちＫ、患者は、長期入院にとも刄う弊害を感じ

るとともに、著しい病状の改善が認められたいため、帰宅を強く望むようにな!9、精

神状態が不安定に政るに至った。流麦、涙、言語障害、白発性の低下ｔどの症状が著

しく左り、li声聞娘夫婦０家庭へ帰宅することにた。た。娘夫婦の住宅が狭いため、

孫（大学生）を患者の夫の家忙一時あずかることに々つた。

　

こうして１週間の外泊生活を送ったが、患者は、病院の中とは人が変ったように、

にこにこしてとても柳嫌が良かったというｏこの経験の報告に基づいて、患者の病状

の改善はこれ以上茎めず、患者は在宅生活を業んでいるのだから、在宅での療養条件

　　　　　　　　　　　　　　　　　

-37-



を整える方向で対策を考えることにたった。

　

近日中に退院するように主治医から伝えられ、夫は、「導尿カテーテルを付けたま

１退院すること･け異常としか思われない。~§師は･退院できるというがiこのまま家把

連れて帰っても夫婦共倒れに友りかねたいと思う。どう忙かたら力;いものでしょうか。

導尿カテーテルを取ることができれぱ、ﾛi宅にひきとって、可能た限り、介助をした

いｏまた特別養護老人ホーム入所巾;入みはそのまま継絣の形にしておいてほしい」と

相談してきた。

　

そこでヽ主治医ｏ編祉事務所ワーカーＱ夫といっしょに、退院ｒついての話しあ

いをした。主治医は、「導尿カテーテルは、２－閥に１度泌尿器科でとりかえてもら

えぱヽ後は家庭で管理できる簡単71ものである。老人家庭では、介励ｏ看護次ど因薙

が多いから、子供の家庭へ帰ることが望１しい」という意見であった。

　

福祉事務所のワーカーに、特別養護老人ホーム入所手続きの進行について聞くと、

「夫が、娘夫婦の家庭の近くのホームを希望しているため、そこは２００名ほどの入

所待ちの老人がいるので困難である。場所を限定したければ、ほかを探すことも可能

であるが、近くにはたいので、困っている」とのことであった

　

そこで、場所はそれ

ほど限定し71いで、人所可能な老人ホームを探すよう依頼した。さらに娘夫婦の家庭

に患者夫婦が同居できるか、を打診してみることにした。

　

その後、主治医と患者の娘さんとの話しあいによって、娘さんは受け入れ準備を整

え、５ｔ月後に引取るという意向を回答した。そこで、主治医から、パーキンソン

氏病に対する入院治療の必要性はなくたっているのにろケ月も入院を続けることは、

その期間ほかの患者の入院をおくらせること忙たるので、他の病院に移すよう努力し

てほしいとの指示があった。

　

（在宅療養への援肋）夫と相談して、他の病院を探したが、介助を要する患者は

付添いを要求され、その上に差頬ペット料を徴収され、費用がかさむこと、ｔどのた

めにヽ他の病院へ入院することも困難であることが明らかになった。この時点で、ワ

ーカーは、在宅療養が可能刄条件を整えるぺく次のような努力をすることにした。

①患者の家め近所の医師に往診（医療ｏ看護ｏ機能訓練）を依頼。

②パーキンソン氏病の薬については、当科専門医から処方せんを近所の医師に提出ｏ

（3）福祉事務所に申し入れて老人ホームヘルパーを派遣してもらう。

＠同じく福祉事務所からギャツジペットを借!｝る。

以上を実現しかことｒよってヽ自宅での療養生活が可能貳ヵ:つたので退院した。
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入院前とは異愈り、自宅での医療ａ･看護が確保され、福祉事務所からの援助も積極

的にたったｏ

Ｃパーキンソン氏病１

　

パーキンソン氏病は、姿勢が前かがみにたり、手指がふるえ

身体が思うよりに動かたくたり、顔つきが無表情に政る、などの症状が徐々に進行し

日常生活が困難にたる神経疾患である。

　

東京都が昭和47年Ｋ実施した特殊疾病患者尹査によると、都内の特殊－病12疾患

全患者6286名のうち、パーキンソン氏病患者は６５ろ名であった。 60歳以上の患者

が約７７嗚を占め、日常生活介助を要するものが51. 6%{/こ｡とっている。

ｒ神経疾患魁者の退院後の問蛮ｌ

　

神経疾患患者は入院治療してもほと’んど完治しか

い。府中病院神経内科の退院患者の治ゆ率は２％である。入院して病状が改善しない

場合は、このケースにおいてみてきたように、退院時において多くり問題が認められ

る。在宅患者の問題をまとめてねこう。

　

（１）社会生活を独力で営むことが困難で、療養中心の生活をしたければがらたい吏

　　　

者。

　　

①独身者の場合

　　　

Ｑ患者が入所できる施設が少かい。

　　　

ｏ単身生活のまま療養生活をするのは困難である。

　　

②家族がある場合

　　　

ｏ家族版が、看護･･介助の専門技術をも９てい尨いＯ

　　　

Ｏ家族員が職業労働と家事ｏ看護Ｃ介助労働の役割を果たしきれたいＯ

　　　

Ｏ生活構造が変化し、無理や歪みが生じ、不和C･離婚尨ど家族解体も生じやす

　　　　

いＯ

　　　

・遍見と疎外一一寥際に支障がありヽ親族・近隣など囲りの人が遠ざかる・

　　　　

家族にのみ患者援助の負担が過重にかかる・

　　　

０住居環境の不備一患者のためのペットや車イスなどが使えｔい場合が多いＯ

　　　

Ｏ通院の困難ｔどのために、医療を受けにくい。

　

（2）Ｚ　ツ慨キャップがあるが、社会生活・就業が必要な患者

　　　

０社会や企業の患者や障害者への認識不足と疎外。

　　　

ｏ病気や障害を考慮した厚生昨設０就業施設０通勤施設が少たいＯ

　　　

・患者とその家族の社会生活を揚助する相談・援助機関や肺設が力:い。

以上のようｔ問題点が解決されｔいかぎり、難病患者とくに、重症患者や重度身体
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障害をともなった患者の療養生活は保障されないであろう。

φ

｢易者の実態調査｣

(恥 命

愛媛県パーキンソン病友会

会

　

長

　

河野正明

(恥

１。パーキンソン病患者の苦しみ

　

私たち患者ほ専問的知識もたく、人間五体のメカニズム等も判らず、どう考えてみ

ても｡'゛－キンソン病の苦しみの説｡明ができ友い。普通病気というものは、患者が痛み

とかヽかゆみとかの苦痛を訴えヽ医者が、その訴えを阿いて診断し、病名や、その程

度が判断されるものと思う、パーキンソン病は、典型的にその痛みとか、かゆみ等の

表現をもってしにくい病気である。いうがれば、痛み｡、かゆみ等を挙げて、その次の

ヽまだ言われていたい苦しみの表現とでも言おうか。患者としてはヽ医者や家族忙説

明することの出来71い苦しみであるｏ医学はこの苦しみを表現する目盛を考えてほし

いｏこの病気の研究はパーキンソン必襲者の手に於て鋭意なされていると思いますＯ

しかし学者は、プロセスについては語ったり本にも書いてくれますが、この病気の苦

しみについては、ただ苦しいというだけで、どんな風にヽ又その程度はどれほど苦し

いのか全く外部の人忙知らせるが法を持たない。しかも学者はプロセスだけ語って心

配万病瓢了はないと楽観的言論を吐かれるｏ医者は、患者忙安堵感を与えることがそ

の秘めかも知れないが、全国に散らばる患者の実態はヽ実尼きびしいものがあるｏ

　

愛媛県では馨症患者14％、重症患者86％０実物であるが、これら｡86価の重症患

者は目に見える障害よりも、むしろ目に見えない内部障害の苦しみがずっと烈しく、

物言う意欲も失い、弧独の中に苦しみ続けています。又この楽卸｡的言働け、偽政者を

して楽観せしめ､I剪定疾患としての闘病性忙乏し岬という論拠を与えることにたって

いるｏ患者の側からいうなれば、先ｒ説明したように、壇だ言われていたい、その次

に表現される苦しみで生きるｌみを失い、自殺者が次々と出ていることを知ってもら

いたいのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

魯

　

パーキンソン病患者が鰻も苦しいと思うことを私は私カ=りに次のごとく表現して見

たいｏ即ち患者は筋硬直のため、各関節の弾力を失い、自己の体重を支えかねている

ことにある。この感覚について、廓者の詮策も在く、従って医学者の口から開いたこ

ともｔいが、実際はこれが患者の言いたい最も大きな苦しみでは｀なかろうか。立って

ｖヽる時も横にたっている６も、そのこと自体で精一杯ｔのであるｏわずかを動作をす
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る時でもヽ全身にズシリと白身の体重を感じ、いいかえる政ら体重忙か£･る車力を茅

じます。外政な人が何か用をかせるのは、関節に適当なバネがあり、自己の休心を屡

ずること方く身軽であるからにほかたらたいと考える。患止の24時問は、痛み、か

ゆみでけなくて、かかる苦しみの連続であるｏ従って社会復帰友ど出来る亀のでけあ

りません。さらに戮症患者で舞踏釦jらしき症状を胆える者が多く小ているｏこれも患

者の訴えにくい症状左ので、まだ医者仲間でも言った声を問いたことがありません。

この症状か、夜寝ている時に川ると、ベッドの上で身振いして飛ぴ上がり（々ｒけ動

作緩侈で屏消時間を夢ｆるが）その間の苦しみけ紗緊咸ぐこも等しく、発狂せんぱ力=り

である。地方医Cで訴えても全く芦煩を得ず、患者ほとりつくしまもありません。ズ｡パ

ーキンソン屑０訂町･の手引きの中で随伴症状に挙げらjlている礼･･神症状の、うつ病的

夕応けろ0代。４０代の患者でも個人芳はあるが、痴

　

化現象を呈している。患者の

llから巾すｉｊｌぱこれけμ･伴症状というよりも、雫Ｆ症状の苦しみであると言いかいｏ

　

以上色々述べましたが、炉者エゴでも政けれ廿防砂･てぺ刀いこの叫淘を児とどけて

下さることを偽政者に飾情する次第です。

　

（岫和51年１月、陣生大臣への附で悄文）

２。パーキンソンtμ患者の全国分布の状熊

　

愛媛県のパーキンソン病友会は、県内のパーキンソン病と名のつく患者一切苓-、対

象に結集する目的でありますが、今の処、主として私の住む新居浜市（人口１ろ万･）を

中心とし、その隣接村落を対象に、私が４年のｒ月をかけて脚斉し尽したものであり

ます。手段としてけ、各病続や開業Ｓ院を廻り、医者が患者の紹介を渋る場£は裏□

から看護婦や、まかないを通じて芦べヽ新開、テレビ、市報を以って抑し、又､叱者か

ら患者ヘリレーを行い、叉仏自身が名ぱかりでありますが、愛媛県縛病連の会長とい

うことで、パーキンソン病を県内の人ｒ知ってもらう左どして、調査を進めました。

　

新居浜市は私の放郷でありますが、別子銅山を雌轜呪農村の中にひらけた、四国第

１の収工業都拓であります。故郷の故忙私の土地感覚も役立って、今では調べ尽した

侭じであります。暑し・日も寒い日も歩行障惣に俳せて。突准症状や言語障害に耐えて

外出し、患者を慰問の傍ら調査を進めましたが、私肥とってはまさに死に物狂いの行

勁でありました。しかし、科､在では他の地､区忙も責任者を設けて、実態脚査を沁め６

１名の患者を確認するに至りました。この臍査吟料忙もとずいて、私は次のような考

察を肺みました。

　

今、厚生省やパーキンソン病学者は、”パーキンソン病患者は、症候群患者も含め

て、全国で１０万人～20万人いるだろう”と推定されています。このことは、患者数
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があまりに多過ぎるために、特定疾患としての鑓病性が乏しいとか、あるいけ公費負

担の特定疾患に指定するには必蓼予算が大き過ぎ･るという□実にｔつているようであ

ろがヽこの10万～20万人という推定に問題があることが判った。つまり１０万～2C

万人ということは100人～200人／人口10万人ということになりますｏこの数字に

対して、限られた範囲ではあるが私の実態調査実穣に基く類推計算数値との結果に大

き穴羨が田てきますｏしかし少秀くとも私の主張する数値は、実測調査実積がその根

拠に斉っていろものであって、医学者の大ざっぱ穴推定に比べると、けるかに信びょ

う性が高いものと自負しているものでありますｏその内容を申しますと、現在私たち

パーキンソン病友会の会晨の全ぽうを見わたして、まず気付いたことは、新居浜市部

と隣かの村落部とではヽ炉者数か人口に対して一定比にたっていまいということであ

る。新居浜市部では人口15力人で患者ろ6名、隣排のの農業を主体とする人口1.7万

人の土居町で脚者４名ぶいろ。これを人口10万人当りに換算すると新居浜市でろ0

人／人口10万人、陣りの土居町で2ろ人／人口１０万人という齢字になっている。

それでは何故このよう忙、地方中核都市と農村部の患者瓢･に差があるのたろうかと更

に考察を進めた。その結果、患者たちの職襲の上ｒ、一つの偏りがあることに気付い

たｏすなわち、職業を、悒酔型と労働型忙分茅した場合、パーキンソン病患者のそれ

は恥市に住む人も農村に住む人も100 5g知能型職業に就いている人であることに気付

いたｏ入会している患者の職槃を見ますと、男性の場合は会社役員、会社管理職、教

謳員、公務tj、自営業で、それも在職中は勤勉でむしろ真面目ｒ務め過ぎた感さえあ

ってヽラフな人生を送った人は一人もいたかった。女性は全体のろ9佩の患者がいる

がヽ全部主婦であり１した。女性の場合は、主婦業自体を一つの職愕とみーす必要が

あると考えますｏこれらの主婦は家庭経営を知能型に運営して通った人ぱかりであっ

た。以上のことを見て、農村から中核邦市、大乱市にむかう程知能型聯業の密度が鳥

くたってくることは自明の理であるから農村狐域と恥､方中核都市の人口に対する患者

数の比が違う訳であるｏ

　

これで、新居浜市のよう々地方中核都市（県祁外中心都市）と、土居町のｊな農村

地域の幕本資料は出来たから、この上は大都市（東京都を含む10大都市）の蕃本資

料が欲しいものであるが、これら大都市の実態調査を、個人の力で行うということは

不可能である。そこで、これに代る資料としてパーキンソン氏病研究では有数の権威

者である、植林博太郎博士が東京都でパーキンソン病患者は6,0 0 0人、或はそれ以下

であると推定されていｉすのでヽこれを人口10万当りＫ換算すると50～哺｡人／λJコ

10万ということになります。この数字け、私の実態調査実績に照らして見ても、大
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体妥当－数字と考えられるので、引用資料とさせてもらいます。これに依って次の算

定方式を見て頂きたい。

　　　　　　　

一

　

国勢調査結果忿依る、大都市、中核都市及び農村地域の配分人口を示す。

　　　　

大都市

　

（10大都市人口合計）一一－－2,ろ26万人

　　　　

中杉都市（県､都及び中心都市合計）－－6,414万人

　　　　

農村地域（農漁業世帯人口合計）－－一一2,4 6 0万人

大都市患者数ｔ檀林博士胎に４ぐｊ５０人／人口10万×2.5 2 6万＝１１､６５０人

中核都市患者影･Ｃ実萌部会に鮪ぐ〕ろ0人／人口10万×6,4 14万一19.242人

農村地斌患者ｒ〔実態収去に斗く〕23人／人口10万×2.4 6 0万＝　5,6 5 8人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

合計

　

ろ6,5ろ0人

　

上式で，農漁｡業世帯人□に畠らず一次産芙世帯人口とすれば，合計患者数はもっと

少たく力;つてぐ,る。夢するに，節数でろ6,(i0 0人の患者ぷいるということである。

　

これはヽ私の実,･ぷ喝表Ｆ料がや｡定基礎にyとっているので，軽症患饗からパーキンソ

ン症候群ｉで，令怒を網羅しているものであります,r，

　

次に参考資料として。畢媛県で現在判明している発病年令別、聡業別及び男女SII患

者の怖グラフを出して盾き呼す。

　　

男女別

職業

主　婦　　ろ９鳴

会社管理職

　　２７蕩

会社役員

　15.6%

自営業

15.6S

公

務

員

教

職

員
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｢パーキンソン氏病公開講座｣

　　

Ｋ日本看護協会出版会発行の月刊誌ｒ看護J 1975年９月号より1976年３月号

　　

までの中より抜粋しましたｏｌ

ｌ．パーキンソン患者生活実態調査報告

　　　　　　　　　　　　　

都立府中病院医療相談室

　

川村佐和子

　　　　　　　　　　　　　

東京都神経科学研究所祉会学研究室

　

山手茂

○パーキンソン病０発生頻度

　

アメリカでは、人口１０万人当!)９０人～１００人、全休で２０万人と推定されてい

る。日本では正祠た統計はないが、東京都の昭和４７年の御査では、都内に６５ろ人の

患者が犀､出された。

の発病年齢は、働き盛かの４０～５０～'代が多いＯ

り厚生省け現在まだ難病対策の対象疾患として本格的にとりあげるに致っていたい。

パー－キンソン病は難病としての諸条件をもっている。しかるに厚生省はまだパーキン

ソン病を留病に指定してい々いりであるが、その理由は何であろうか。

　

その理由のひとつは、他の難病患者が、病気ごとに団体を桔成し、運動を屏開して

いるのに、パーキンソン病思者はまだ組織的運動を開始していないことにあると考え

られる。さらに、一般の国民はもとより、医療ｏ隔祉関係者にも、パーキンソン病や

慰希の生活実郭に対する理解が乏しく、患者白身や家族も同病の患者の実態や医療費

公費負担を含む医療福祉サービスについて０認識を十分持っていぬいことが、パーキ

ンソン病患者が雌病対策からとり残されている基本的力:原因であるといえよう。

　　

以下患者､の皮拓状態、生活状態の調査結果か述べられているＯ

○ドーパ類の薬の副作用について

　

副作用を経験した患者約60価、その例として

０吐き気

　　　　　　　　

1 1.1刄　　　ｏ目まい、目がかすむ　　5.5S

O手足のふるえが強1まる･｡

　

９２Ｓ

　　　

Ｏ口のかわき

　　　　　　

5,５弟

・便秘

　　　　　　　　　　

1A%

　　　

！唄、タンの増加

　　　　

ろ｡7舛

・息苦しい

　　　　　　　

・Ｚ４４

　　　

０精神の異状

　　　　　　

ろ｡7名

ｏ食欲不振

　　　　　　　　

1A%

○症状ｏ症害が重く、全面介助が必夢た患者の看護ｏ介助は、家族全員が協力してあ

たっても、喰お負担が重いｏ現在の段階では症状が比較的軽く、看護ｏ介助の負担が
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がそれほど電くたい場合でも、看護・介助の方法がわからたいという悩みや。将来

症状ｏ障害が系くなった場合どうしたらよいかという不安がある。

　

患者の家族に対して、看護０介肋の技術を指導し、必要に応じて看護介助を援助

する体制をつくることが望まれているｏとりわけ、拓｡身生活者や欠損家捗の患者、

およぴ症状０障害の重い患者とその家族への援助対策が９急に絢じられ左ければな

らない。

　

「パーキンソン病の診降-と治癖Ｊ

　　　　

山田克浩

○パーキンソン病は最近のように平均寿命が延腿して｡若齢人口が増すにつれて患者

も多くなってきた。一方、ドバの大量投与療法により症状の著叩な改善が詔められ

適切な治療を行哉えにかなり良い結果が得られるよう忙なってきた。

０パーキンソン病の原因け不叫であるが脳の御状体ｔ黒質でドバミンが著叫ヱ波少

しているという事実はある。一方脳炎や梅毒々どの感染症、一酸化炭幸やマンガン

の小毒、外傷、腫瘍、脳川血や脳血栓応どの脳血管陪害、レセルピンやフェノチア

ジン左どの向伊神病薬剤ｒよってもパーキンソン病桝の症状が出現､する。このよう

に原因の明らかたものを症候性パーキンソン病またはパーキンソン症候群と呼んで

原因不明のパーキンソン病とは区別しているｏ

回Ｌ－ＤＯＰＡ（Ｌ－ドパ）フミノ僣の一鯵でラロドパ、ドバール、ドパストン、

ドパソールという名で市嘔されている。

惚パーキンソン病に類似の疾患

　　

（１１線状体黒質変性症

　　

（２）進行性核上性麻庫

　　

（ろ）シャイドレガー症候群

　　

（４）パーキンソン病痴呆コンプレックス

　　

（５）正爾脳圧水頭症

○パーキンソン病は正しい診断をして、正しい治庭を行なえば症状を軽滅させ、日

篇動作も改善させることが可能である。また安静を必要とする疾患では75ごく、むし

ろ普通に生活をしていた方が好ましい。そのためには家族や周囲の人々が正しい知

識を持って見守ってやる必要がある。

　

゛パーキンソン氏病忠者のリハビリテーシｇン』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

理学療法士

　

高橋洋

○パーキンソン病に対する理学療法として迎動療法、温熱療法、補装具などが適用
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されるｏその中でも運動療法は中心をたすもので、その必要性は多くの医師から指摘

されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ア

○看護上の注意→パーキンソン病患者は訓練で注意を集中している間は良好な姿勢、

歩行を行たえるが、いったん病室忙かえると、もとにもど'つてしまい、訓練による蓄

積効果が少ないことが･問題に友るｏしたがって病室忙おいても常陀よい姿勢ヽ手を大

きく振って足を高く挙上し、リズミカルに歩く方どの注意が必蓼'である。またバラン

スの障害による転倒時の骨折の危険が常ｒ,あることや、突進歩行のため、他の患者を

つきとばすことなど考慮して環境の整備や看護忙あたってほしi/io患者は全身状態が

許す限り、できるだけ身什を動かしヽ長時間一定の姿勢でIいることは避けさせたけれ

ばたらたい。しかし非常ｒ疲労しやすぐ、疲労すると振戦が増大し、バランスもくず

れやすくなるのでその迎勁量には紅心の注意が必要である。無理に身体を働かせて疲

労を増大させるようなことは避けるべきであるｏ心理面では社会から逃避する傾向に

あるため、'社交性の向上するような環境かのぞましいＯ

　

゛パーキンソン氏病患者への保健婦活動』

　　　　　　　　　　　

’

　　　　　　　　　　　　　　

東京都神経科学総合研究所

　　

木下安子

Ｏ医療費公費負担の申肋窓口は保健所であるｏ申請械:来所した際、保健婦が面接し、

あるいは担当地区内の患者リストから把握、訪問開始される方ど、患者が保健婦と結

びつく樋会がふえてぃる。これほど困難在療養生活をしている患者が担当地区内にい

たことを今１で知らなかったと述懐する保健婦もあるｏ

○保健婦の援助事例から、どのような援助が行なわれうるのか考えてみよう。

　　

（１）早期発見

　　

（２）適正友治療゛

　　

（５）リノヽビリテーシ。ン

回リハビリテー’ション脱ついては慢性的攻経過をとるので、職業生活を続けている人

はその状態を維持することができるよう援助する。話しかたがはっき!）し遡くたるこ

とから、周囲が知能の低下と思いこみがちであるが、そうでは々いことを理解しても

らう必要もおこるｏ

　

日常生活においても機能訓練を励まし、ねたきりにさそないよう日常生活動作を確

保する。家族は、病気には安静が大切であると思いがちで、疲れさせないようにとの

配慮から、あらゆる仕事をと!）あげ、病宰忙おしこみ、ひとりぼっちにしてしまう傾

向がある。できるだけ、いままでの生活を続けさせ、話をするようにしむけ、ねたき
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りにさせ方いことを強肩する。薬の副作用もあって頑固憲便秘沢苦しむ人が多いｏ食

事、運動死どで便秘をさける工夫をする。症状からくる精神的々うつ状態をさけさせ、

社会とのつたがり、交友関係を保たせ、できるだけ極極的方生活をいとたませる。

○パーキンソン氏病の患者団体はヽまだ数少々いが｀’愛お県パーキンソン病友会､、が

結成されている。昭和50年７月には､｡東京中野のサンプラザで結成準備会が持たれ

たｏ

　

これらの運営の一切は､9?者の手によってすすめられたが、この会のための準備陀ほ

既存の鮭病団体ヽ専問医、MSW (医療ケースワーカー）、保健婦、社会学者などが

それぞれの立場から援助を行たっている。身体的不自由をもつ患者貳よって構成され

る会の場合、生きるだけで精一杯０人々だけに、運営がむずかしい。

会のために出す余力が々いので心る。俳者会の主体はあくまでも斑者でた｡クても、そ

れを援け、助言していく人々の参加は是非とも郭待されろ。

　

患者会は、ごく日常の身近々問９から瑞気「に発彫するｏそのとき、狭い視野にたら

たいでヽすすま政けれぽたらたい。患者独善、お涙頂だいといった倫者連動では、広

く住民の共感、支持は得られたい。保健婦が住民の中で、長年きたえた眼が、感覚が

癩者会の運営、方向をあやまらずにすすめる貴重た貢献をすると思われる。

　

゛パーキンソン氏病痢者の訪間記録』

　　　　　　　　　　　　　

在宅看護研究会

　　　

安森恵子

○昭和50年１月以来、訪問看笏を行石｡つだパーキンソン氏病患者の事例について報

告する。本例には、週１回２～ろ時間、延44回０訪問看護のほか、病院連絡や電話

連絡をたびたび行哉ったｏ

事例

　　　

魯

患者：男（64歳）アパート経営

　　

～中略～

Ｏ患者陀対して’：時間がかかっても自分でできるだけやることが病気のためにはよい

を説明し、実行するようにしむけた。訪間中は患者自身との会話に心がけ、電話の場

合は、患者に電蕭口に出てもらうよう家族に協力してもらった。

　

また、患者の唯一の日課である散歩をより効果的に生かしてりった。保健婦がろ0分

余りかかる更衣の手伝いをして散歩に同伴し、家族のいたい場面で大きな声で話をさ

せた。公園を一週するのに、１時間ほどかかるが、最初のろ0分くらいで足ならしを

したあと背すじを伸ばし、歩幅を広く、また手を振って歩くよう｀、きめこまかく歩行
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姿勢をたおしていったｏ調子が出てきたところで、忠者と･/５つしょに1. 2,3.4.5.と数

えながら、１０歩めて立ち止まる、ひと息おいてからまた、歩きはじめゐ、というこ

とを繰り返していった。いつも１人で散歩していたところに、荼１度は相手が･いるよ

うになって、散歩がたのしく｀をつてきたようである。練習の効果あって５月ころには

一助ヽ歩き方がしっかりしてきた。

　

晰歩にかぎらず日常生活の中の一つ一つの勁作についても、自分でできるよう工夫

していった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

゛

　　　　　　　　

～中略～

　

それ１でヽ保健婦の訪問日､にはヽかみそりでひげを剃り、身政りを整えていたがヽ

６月ごろＫけ不可能となり、妻の手をわずらわせるようになっていった。食事は箸が

使えず、スプーン、フォークＫ頼るようＫなり、７月には散歩が１人では無理、８月

にけ脳軟化からくると思われる痴呆症状があらわれ、尿便の区別がむずかしくたるｏ

　

１０月には夜間の失禁がみられるように我つてきた・言語表現も乏しくなり、用の

あろたびひこ妻の名を呼ぶのとヽ「苦しい苦しい」と言う以外はあ１り話さなくｔつて

いった。しだいに家族への負担が大きくなり、家族のそれぞれがヽ心身ともに疲れを

訴えるようにたった。このように進行が早まってきたことに対し、息子らは、妻が患

者を過保護ｒしすぎたためでけがいかと、妻を責め、ろ男は。病人に生活を乱される

のをいやがって外泊がちとがっていった。妻白身、過労のため週ｒｌ度プドウ糖注射

を受けはじめヽ１選問でもいいから患者を入院させてほしいと切実に茎むようになっ

てきた。

Ｋこの資料は『看護』の一部を転載Ｌましたｏ全文を読みたい方はお買り･･求め下さ

　

1/バ

　　　

「お知らせ」

　

下垂体機能阻害のうちの尿崩症が昨年10月から、公費負担瘍患に認定されるとぱ‘

かり思っていましたが、１人（子供さん）を除き、認定されず、会員の失業は大きな

ものでした。そこですでに、自治体独自に認定している（下垂体機能障害を）富山県

兵庫県、和歌山県に問合せの手紙を出しました所ヽろ県とも尿崩症を認定しており、

和歌山県の返書には、認定患者は殆どおりませんとのことでした。そこで遊新に、後

退した巣病対策の一つの例として、尿崩症の認定もれを投書しましたら、２，５日た
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つてから道の衛生部からお返事をいただき、10月にさかの陛って認定するからとのこ

とでしたから、早速会員虻知らせｉした。その後10日ぱかりたってから、会員宛忙保

健所から認定するから書類を提出｡するようにとの電話があったとお知らせをいただきま

した。失望が大きかっただけに、寓びも大きく「よかった」の一言につきています。御

支拶いただきました道議員の方々忙厚く御礼申よけますｏこれから世成長に低福祉の中

で、難病対策はどうなるのか心細い思いで一杯です。ぜひ公費負担されるように御理解

いただきたいと思います。

　　　　　

（はら）

命 傘 奪 命 県 命 楽

　

２月15日め送別会ありがとうござい１した。いろいろの思いを如し、ろ月28日

盾札いたします。皆杯御自愛を。ごきげんよう。

　　

新住所

　　

T157

　

東京都世田谷区

◇ φ ◇

原

　

たか

◇ ◇ 〈〉
ぐ ◇

命

ぐ

　

この会報Ｋ関する問合せは下記まで。

〒001

　

札幌市北区

　　　　　　　　　

成田正憲方

　　　　　

「あす々ろ会」

市､話番号

　　　　　　　　　　　　　

（正憲が不在の時は家族の者に伝言をたのんでも

伝わら万いことがあります。で｡きるだけ本人にずi.接、あるいけ他の役員忙連絡をとるよ

う貳して下さいo）

　

「方んれん」陥７でもお知らせしたように『４病白書Ｊの販売を行つてい１す。購入

希累の方は「あす憲ろ会」まで申込んで下さい、
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昭和48年１月1ろ日第ろ種郵便物認可

　

附和51年ろ月10日発行（毎月１回10日発行）

ＨＳＫ通巻第47号

　

（領価50円）

-

－
―

ｉ
・
１
４

あすーろ

編集人

発行人

印刷所

ｊ
ｒ

W － = -

一 一
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一 一

一 一

16, 17合併号. HSK通巻第47号

暗和51年ろ月10日発行．領価50円

佃人参加難病患者の会「あす力:ろ会」

〒001札幌市北区北24条西1ろ丁目

成田正憲方. ≪S 011(721)6880番

北海道身体障害者団体定期刊行物協会

札幌市中央区北１東４

　

本間武司方

　

「二人三脚」欄集’部

〒062札幌市豊平区美庸２条６丁目

富樫一夫方
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